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取扱説明書 


このたびは本品をお買いあばいただをましてまことにありがとうございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの r 取扱説明書」巧び別冊の「工事説明書 J をよく読んで、 
正しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、別冊の r 工事説明書」、保話書と共に必ず保管してください。 


A 警告 


ガソリン厳禁 
使用燃料:の油 



^ w ^給排気筒を必ず 


点橫してください。 
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安全のために必ずお守りください 

参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安をに正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


•お巧0いただく内容を、なの絵表示で区分していまず 


参説明文中の r お願い」事頂は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための巧容が記載されていまず 


么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
が死じ、重傷を負ラ可能性、または乂災の可能性 
び想定される内容をおしています。 1 

A ま意 (CAUTION) 

1この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 

1が傷害を負う可能性や物的損害の発生が想定され 
る内容を示しています。 



★ガソリン厳禁 


ガソ1」ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

か量の混入でわ、乂がの原因になります。 



職 


ガソリン禁止 


成給排気筒トップ閉そくを険 

給排気筒トップの周りが雪でふさびれたままで 
使用しないでください。ふさびれているとさは I 
除雪して < ださい。 

開そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険でず。 



0 


み給排気管(管，ホース1 外れ危険 

給排気筒(管、ぶース）が外れたまま使用しない 
で < ださい。 

外れていると運賠中に排ガスび室内に漏れて、 
ち険です。 \ 



0 


★衣 類の乾 燥厳禁 

あ類などの乾燥には使巧しないでください。 

巧類が落下して乂がつさ、火災の原因になりま 



0 


告 （ WARNING) 


お使いになる前に 







を全のために必ずお守りください 


★温風吹出□ をふさびない 

巧類、紙などで温風吹出口や空気取入□をふさ 
がないで < ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂災の原 
因になります。 

0 

禁止 



★スプ レ—定厳禁 i 

スブレー吿や力たットこんろ用ボンベなどをス 
トーブの上や前(周囲に）や温風のいたるところ 
に放置しないでください。 

熱で吿の圧力が上がり、爆発して危険です。 


_ぃい 


0 


:★ご自身で夕据付け•移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼<ださ 


(ス I -ーブを移設させる場をち同じです 


0 



イ r 力ーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずいもののそばなどでは使用 
しないでください。毛布やふとんなどを近くに 
置かないでください。 

乂災が発生するおそれがあります。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 


★給油時消乂 

給油は、必ず消火 
してからおこなつ r 
てください。火災 
のおそれがありま5 
す。 




0 


禁止 


〇 


[な;ホ!も消乂 


★星常時使用禁止 

方--異常を感じたとさは、使用しないでくださ 


異常燃焼のおそれびあります, 



Q 


★温風に直接あた5ない 

温風や賴射熱に直接長時間あた5ないで<ださい。 
低温やけどや、脱水症状になるおそれがあります。 

温風を直接吸 向可^^1 

い込まな U で 1 

ください。気分^ 

が悪くなること^ 

があります0 みに^ X 示化 



意 （ CAUTION) 


告 （ WARNING) 



2 













★高温部接触禁止 


燃焼中や消火肩後は、高温部、給排気筒トップ、 
天根、天板ガード、ガードに手などをふれない 
で < ださい。 

やけどのおそれびあ 0 ます。 


(さわらないで 

、， - 一 -- \N \T7— 


接触禁止 


★油漏れ確認 


油タンク-づム製送油管-接合部および磯器等 
からの阿油漏れがないことを確認の上ご使用く 
ださい。 

丹油が漏れていると火災のおそれびおります。 


漏れを確認 


ゴム製送油管 



〇 


女}章や異趨を入れない 

温風吹出口や空気取入口やガードの中に、指や 
異物を入れたりしないで<ださい。 

けがや火災のおそれびあります。 
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★電源コードを傷めない！ 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
巧たり束ねたり、物をのせたり加て fX 1 
しないでください。また、電源プラ 
グを旅くとさは、ユードを持って引 彎止 
さす友かないで < ださい。 

電源コードが破損し、火災や感電の 
原因になります。 


★長期間使用しないときは電源乃グをおく 


長期間使用しないとさは電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。 
乂おや予想しない事故の原因となり 
まず。 


C 

!源プラグをおく 


★やかんのせ禁止 


やかんなどをのせないでください。振動や接触 
によってやかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそ 
れがあります。 



Q 


★腰をかけたり物をのせな灯 

ス I -ーブの上にのったり、腰をかけたりしない 
でください。ストーブの故障や、やけどのおそ 
れがありまず。ス I —ブの上になびんや、水を 
入れたちのなどを置かないで<ださい。水びか 
かると漏電や故障のおそれびありまず。 



0 


★給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トツプのおくに、好油や可燃物など弓 
乂のおそれのあるちのを置かないで<ださい。 
火災のおそれがあります。 







巧が巧 

占—、、 


i 

Bi 
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★分解修理の禁止 


故障、破損したら、使用しないでく1 XJ 
ださぃ。 

不売全な修理は、危険です。 分解 禁止 




★改造使用の禁止 I 

改造して使用しないでください。 
また、ストーブや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付 I ブない 
でください。 

火災や、排ガスが室内に漏れる原因 
となり、危険です。 


Q 

禁止 


E (CAUTION) 


お使いになる前に 





巧全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


★電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコンセントに根元まて 
確実に差し込んでください。 

〇 

また、傷んだプラグやゆるんだ コ 

)1r 

1ンセントは使用しないでください。 

火災の原因になります。 . 


めれた手でのおさ差しはしない 

ら .-声-ご--- 

で < ださい。 

1 1 . 、 -, 

1 1しっかりと 

感電の原因になります。 1 

ダ '—— 

★電源プラグのお手入れをずる 


とをどきは電源7フクが抜き、ほこ 
り（及び金属物）を除去して < ださし\ 
(ほこりや異物がたまると湿気など 
で絶縁不良になり）火災の原因にな 
0ます。 

★床面にま意 

ほこりや、タバコの煙などにより、 
温風吹出□周辺の床面が巧れたり変 
色することびあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用すると、変色したり、 
そり返ることがありますので、熱に 
強いマツトなどをひいてください。 


〇 


A 

ま意 


I ★お子様やお年寄りのご使用にま章 

お子様やお年寄り、体のご不自由な A 
方がお使いになる場含は、やけどな /f\ 
どについて、周固の人が充分にミ主意/ ♦ 、 
してください。 注意 


!古高地(標副 500 m け上)では使用禁止 I 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

1 日日日〜巧日日 m の場所では再調整が必要でずので 
販売店までお問い含わせください。 




Q 

使用禁止 


★可燃性ガス使用霉出 

ストーブを使用している部屋で、巧 
燃性ガスが発生するもの（ガソ IJ ン、 
ベンジン、シン ナ ー ）、スプレーを 使 
用しないで < ださい。 

火災や故障の原因になります。 


0 

使用禁止 



願い （ NOT に E) 


1^1 灯油の廃棄 

•灯油の廃棄処分は、な油をお買い巧めになった販売店にご相談ください, 


使用ずる場戸斤 


I ★効果的に使用ずるために I 

•温風の循環や放射熱を妨げるものがない場所に設置してください, 
•外気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 

















各部のなまス 

C お丽） 



巧流用フアンカバー 

(温風用空気取入口） 背面カバー(上） 



お使いになる前に 


A 





各部のなまス 

G 操作-表示部のなまえと使いかた 、) 


タイマーランプ 

点な . 

♦タイマー運転待機中 


ノ ぐ フーモニター 



{ セーブランプ 1 

燃焼状態に応じて、点巧する 
ランプの数が変わります。 

全部点灯している時び、強燃 
焼です。 

V J 



点'な . 

•1 Z —ブ運転中 
消な . 

•セーブ運転解除 

V _ J 


温度® 
時計〇 


ごこ 




微少 


設定温度室内温度 


弱中強 


〇 〇 
タイマーセーフ 


運黯 




rtt らご」がをおされたときは 
スト—ブにな烛がきていません, 

取扱が明■の •••い i かなの化ん* 

をボ摄みになつて巧が • 篮•して 
ぐだざい。 



微少弱 


cp 斌 




口 


タイマ— 1ホーブ 


OR 


き教 手動义力調節 



I 操作部 I 

操作部は開聞式。 
操作扉の 相ず 1 を 
押して、指をはな 
ずと開をまず。 


タイマーボタン 


f 温度•時計合わせボタン 


セーブボタン 

タイマー運転を開始し 
ます。 

(14 ぺージ参照） 

V _ J 


温度の設定、時計の設定に使います。 

•室温設定の場合 . 

「▲」 • 「▼」のボタンを押して合わせ 
まず。 

•時計設定の境台 . 

「時」-「分」のボタンを押して合わせ 

ます。 

(1 日 •12,14 ページ参照） 


セーブ運新を開始、 
および解除しまず。 
(13 ページ参照） 

V _ y 






















運乾スイッチ 


デジタル表示部 


•一度押すと . 

...「入一」 

参を5—度押すと… 

... r 切星」 

になります 


点な . 

...運転中 

消な . 

…消乂 


:國框固 

設定温度室内遍度 

■湿度表 
設定温度 . 

1 日て:〜 32 でまで設定温度を選択 
でさまず。 

室內温度 . 

一9 で〜 3 日むまで表示しまず。 
■低温表示-高温表示 

「しコ」 ……室內温度が一 icrciu 下 
, 「卜 1 ,」 ……室内温度が 3 目む政上 

温度〇 f 〇] •[nn 

剛 • 1 し1 J •[し M 」 ， 

設定溫度 室の溫度 

■現在時刻表示 

現在の時刻を表示します。 

温度〇 f cl of nn 

'時封 n , し r 。 

おを温度 室内遍度 

1 ■タイマー 運 $5 時刻表示 

!タイマー運転時刻を表示します。 

1 -- - 

溫度〇 m |一 1 〇 r 

時計。 CCjc 4 コ 

設定温お 室内漏度 

し 

■自動的に消火 したとをの 表示 

自己診断機能により、異常時に 

EE 〇〜 EE 30, 巨 E 目 P を表示し 

まず。 

(23 ‘24 ぺージ参照） 



参手動運転 . 

目盛 r 微少」〜「強」の間で希望の乂力 
位置に合わせます。 

(12 ページ参照） 

•自動運輯 . 

目盛「自動」に合わせるとルームサー 
ミスタによる自動運転になります。 

(12 ページ参照） 















使う前の準備 


_ 燃料について 

み燃料は、口油 （ JIS 1号な油）を必ず使用して<ださし、。 


^ --- 

I ★カノリン厳 7 TV 、 /^つ\ グ、 

A 警告 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に S'vrw 

使用しないでください。 


少量の湿入でも、火災の原因になりまず。巧 阿巧 がソリン禁止 

ノ 


•ガソI」ン、シンナーおよびこれらが混入した灯 
油、変質灯油、ミ-ちれた灯油、水やごみの混じつ 
ている灯油などは、絶対に使用しないでくださ 
い。 

•'灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で'灯油専用容器を使って保 
管してください。 




打油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(乂の気のないところでおこ なってくださ い） 

〇灯油 X ガソリン 


み 




濡れたままです, 


ずぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


給油の際の手順とを意 


1油タンクに給油ずる。 

•油タンクの給油口ふたをはずし、’灯油を市販の給油ポンプで 
油量計を見なびら給油してください。 

★給油の際は、給油□フィルターを取り去らないでください。 



2給油の際にこぼれたな油をふをとる。 

★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみがた 
まっておれば給油□つィルターをいったん取りはずし、給油 
口から市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やご 
みなどを吸いだして <ださい。 


3給油口ふたを必ず元通りに閉める 















空気 送;'由管 



バルブ 

主 


み 


シ乂 


リセットボタン 



シ^製品の側面にあります 


★送ミ由管の途中が山おになったり、もつれたりしていまずと、送ミ由管 
の中に空気がたまって油が流れないためにストーブは「,?,弓 f ; こ'」を 
表示して運転しません。 

このよラなときは下の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないよラにミち意してください。） 

(1) バルブを全閉にずる。 

震送油管に山形(高低)がないように平らにずる。 

③スト…プ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端 
をバケツなど灯油をためることびできる容器に入れはずれないよう 
に固定ずる。 

贫バルブを全開にし、送油管から巧油に空気が混じらない状態で連続 
して流れ出ることを確認ずる。 

ま意：バルブを全開にしても灯油がまったく出ない場をは油タンク 
とストーブ本体との落差(約3日 cm 必要)びない場含もあります 
ので確認 • 処置してください。 

⑤確認できたらバルブを全閉にする。 

(を送油管をス I -ーブ本体に接続する。 

③バルブを全開にずる。 

⑩ストーブ本体の側画におる赤色のリセットボタンを下へ1回巧ず。 
感乂 トーブを運転する。 


点乂前の準備と確認 


燃料切れのを意 


★燃焼中に打油がなくなると消乂しまず。 

このときデジタル表示部に「も？ 户」を表示し、ブヴーが日回嶋り異常があったことを知らせまず。 

※油タンクに灯油があるのに 「こ'」 を表おする時は、送油経路のつまり、空気たまりび考えられます。 
このよラなとさは、9ページの^^^^や1日ページの「定油面 器のリセットボタンのセッ 
卜」を参照して送油経路の点橫をしてください。 

争再運転するも;をは、本体温度が充分下がって ♦ 

から油タンクに給油し、「運斬スイッチ」を一 温度。 

度「切」にしてから r 入」にしてください。 時計〇 


空気抜をの方法 



油タンク 



ぶ漏れの確認 

•ストーブの置台又は送ミ由経路链油管の接合部など）に油漏れがないか確かめてください。 

万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社にご相談くださ 
し^。 


i 狮上‘ 

巧- 

InK — .1 

店 
21 


お使いになる前に 


A 






使ラ前の準備 


給気ホース-排気筒接続の確認 

•給気ホース-排気简が正しく接続されているか確認してください。 
外れていると運輕中に排ガスが漏れ大変危険です。 


ストーブ周辺の確認 

♦ストーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を醒かないでください。 


定油面器のリセットボタンのセット 

参定油面器のホい I 」セッ h ボタンを、下へ1回巧してください。 

点火するたびにたットずる必要はあ0ませんが、シーズン初ゆや、本体設置場所 
を変更したとさ、又は巧震自動消火装置が作動したあと巧運転するときは、リセ 
ットボタンをもう一度、押しなおしてください。 



お願し、 


★リセットボタンは日秒じ(上巧し続けたり、カラーを外して巧さないでください。 
•定油面器から灯油びあふれたり燃焼が継続しないことびありまず。 


1」セット 
ボタン 


カラー 


操作扉の開閉を確認ずる。 

•操作部は、「操作扉」を指で軽く巧し 
込んでから指を離しますと、ゆつく 
りとでて-さます。操作後は軽く押し 
ちどすと□ックしてとまりまず。 
「操作鼠は、操作する時!;(外は必ず 
閉じてご使用ください。 



現在時刻のセット 


★電源プラグをコンセント(家庭用 AC 1 Q 0 V ) に確実に差し込む。 


♦ブザー音がしてデジタル表示部はち図のよラに「バー」表示されまずので、 
現をの時刻をセツトしてください。 


★このときデジタル表示部に「ん! F 」が表示されるとをは、ストーブに 
巧油びきていませんので点検してください。 

このようなと尹は、目ページの※巧を参照して、定油面器の赤いリセッ 
トボタンを押ずか、または ホ巧かぶ崩 を参照して、送油経路の 
空気旅さをおこなって < ださい。 



-お願い- 

★ストーブに初めて通電したときや、停電後や、電源プラグをちちぃて 
再通電した場含、ブヴー音びしてデジタル表示部はむ図のように「バ 
一」表示され、「時計」表巧が r 点な」しますので、現在の時刻を設をし 
て < ださい。 



デジタル表示部 


温度〇 
時計 ♦ 


設定温度室内温度 












CH 現在時刻が午を 7 時 10 分の場合 
( D 「時」または r 分」のボタンを1度押ず。 

ブヴー音がして「時計」表示び「点滅」します。 

( D デジタル表示を見なが時」のポタンを押して，' 5' に合わせる。 
③デジタル表示を見なが sr 分」のボタンを押して/0に合わせる。 


参 r 時」-「分」のボタンは、]度押すごとに1時間または1分間ずつ違みまず。押し続けますと連続的 
に進みまず。 

参時刻合わせをする場合は、「時計」表示が r 点滅」している間 （10 秒）に r 時」 • 「が」のどちらかのボタン 
を押してください。 

^ 時刻合わせができなかった場をは、もう一度「時」または r 分」のボタンを押してやり直してください。 

④ r 時計」表示が、 r 点滅」から r 点巧 J に変わり、設定び完了しまず。 

f -お願い一----- 

★ストーブの時刻表示が狂ったり、タイマー点乂時刻び狂ったりする場合は、コンセントを一度抜い 
て、もう一度差し込み直して、時刻を設定してみてくださし^。それでも直らないときはお買い求め 
の販売店までお問い合わせください。 


を tas 機雄 

•時計表示中に、目分間結過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が「消な」して、電力の消費 
をおさえまず。 

時計表示を確認したい場をは、操作部の運転スイッチ ii (外のどれかのボタンを巧すと表示します。 

運転スイッチを押すと点火動作に入りまず。（運転中、エラー表示中及びタイマー待機中この機能は働 
さません。； 


お使いになる前に 


命 






使用方法 


点乂（通常運転) 


★点火操作をする場合は、「操作扉」を開ける必要はありません。 

①油タンクのバルブつまみを r 全關」にずる。 



②「運乾スイッチ」を押して「入」にずる。 

• ブヴー音がして「蓮転スイッチ」び「点滅」します。 

参「温聞表示が「点灯」し、デジタル表示部に室の温度を表示します。 



③約3分後に自動的に点乂し、「運乾スイッチ」が「点'な」に変わりまず。 

f -お願い- 

★ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料や加工油などの焼けるような臭いがする場をが 
あります。 

このような場含は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた所）を少し開け、半日か5 
1日程度、「強」運詰をしてくださし、。 

★初めて運転ずるときは、送油経路に充分燃料が供給されていないため、一回で点乂しない場合びあ 
りますから、しばらく待ってからもう一度点火操作をおこなってください。 

★] 〜2回点火操作をして、点火しなかった場を、何回ち点乂しないでください。バーナー内に灯油 
びたまりまず。販売店にご連絡ください。 

★万一灯油がたまったことに気付かずに点乂したときは、「運転スイッチ」对华しなおして「切」にし、 
たまった灯油が燃えつきるまで待ってください。 

•このとき、電源プラグをコンセントか5抜かないでくださし、。 

★点乂後約日分間は、温度調節に開係なく「弱燃焼」で予備燃焼します。 

★室温び日で下の場合は、点乂までの時間は約7分になります。 


政 







乂力調節（手動運乾) 


•乂力調節は、「火力調節つまみ」を目盛 r 微が」〜 r 強」の間で 

自由に調節してください。 

「パワーモニター」び、目盛の位置に応じて点灯しまず。 

. -お願い-^ 

•点乂後約目分間は、予備燃焼のため r 弱」燃焼しますの 
で、乂力調節はでさません。 


H 左；■度《巧 aiv 




室温の調節（自動運転) 


■自動運髓は、お部屋の温度をできるだけ一定に保つための運転方法でず。 

•自動運転時には、室内温度が設定温度になるまで「強燃焼」を続け、室内温度が設定溫度になると「弱燃 
焼」に切替わり、設定温度を]で超えると「微少燃焼」に切替わります。 

★室温の調節は、自動運転をしている場合でしかできません。 


>温度設おしない場をや、停電や電源コードを抜いたりした場含は、，？ 
す。 


20で）が設定温度となりま 





r St fPj ザ*巧され たと «は 

ストーブじ 巧巧が e てい》だん. 
。虫巧巧■の ■-'.1ミいけ沁}リ ■ 
♦が KS みになつて! ■ 巧 ■して 


- — 

セ—ブ自りか力調節 


①操作扉を開け、「火力調節つまみ J を目盛り「自動」の位置に合わせまず。 

•デジタル表示部に、現なの室内温度と設定温度み L 7 が表示され、自動運転となります。 

⑥「▲あばる」または「▼さげる」のボタンを1度巧します。 

•ブヴー音がして r 温度ランプ」が「点滅」しまず。 

③ 温度を上げるとき。 

•デジタル表示を見なびら、 「 A あげる」ボタンを押しまず。 

④ 温度を下げるとを。 

♦デジタル表示を見なびら、「▼さばる」ボタンを巧しまず。 


ぶ 


使いかた 








使用方法 


-お願い- 

•温度設定をする場含は、「温度」表示ランプが点滅している間に「▲あげる」.「▼さげる」ボタン 
のどちらかを巧してください。設定できなかった場合はもう一度押して、やり直してください。 

•一度設定温度をきゆますと、その設定温度を記憶していますので、変更をしない限り、「消火」後泻 
運転する場をち同一設定温度になりまず。 

•温度設定は、1日む〜32むまでの間で設定でさます。室温表示は、-9む〜3日むまで表示します。 
•室温表示は室温び一1日むし:^下の場合「しコ」、36む！;(上の場含は「《 ,」と表示します。 

★室温調節はルームヴー S スタでおこないまず。ルームヴー S スタの設置場所や周囲の状況などで、 
必ずしも前面パネルの「デジタル表示部」の室内温度表示と室温とは一致しません。 

このような場含は、ルームサーミスタを、工事説明書の；ルーム サーミスタ の配線(移動) ) を参照して, 
適切な位置に付け替えてください。 


_ セーブ運転 _ I 

■セーブ運輯は自動運転中に、室温が設定温度より、約2で上昇ずると自動的に r 消火」しまず。また設定 
温度まで下がると、自動的に「再点乂」しまず。 



[セーブ運乾をおこなう] 


® 操作扉を開け、「セーブボタン」を巧 I ず。 

• r セーブ」が「点灼'」して、セ-ブ運転を開始しまず。 


[セーブ 運乾を解除ず る: 


( D 操作扉を開け、「セーブボタン」を押ず。 

•「セーブ」び「消り‘」して、連続運転になりまず。 

★操作が終わった5、操作扉を閉めて<ださい。 

★セーブ運輕は自動運転中にしかできません。 

. -お願い一- 

•セーブ運転を連続して使用しまずと、ガラスにすずが付くことがありまず。 

とさどきセーブ運賴を解除し、乂力を「強」燃焼で 1 〜2時間燃焼さはてください。 









タイマー運転のしかた 


運転 




m 午前6時30分に設定したい場を 
①「タイマーボタン」を押ず。 

•このときデジタル表示部の表示び「バー」表示に 
変わり、「タイマーランプ」が「点滅」します。 

③デジタル表示を見なが5「時」のボタンを押して S に合わせる。 
③デジタル表示を見なが分 J のボタンを押してみごに合わせる。 


④デジタル表示部のタイマー時刻が、「点滅」している間に「運転スイッチ」を巧して 
「入」にずる。 

•このとき「タイマ~ランプ」が r 点灯」し、セットが完了しまず。 

参約1日秒ほど経過ずると、デジタル表示は現なの時刻を表示します。 



タイマー運転をするときは、1日ページ I 現な時 刻のセット1に従って、時刻含わせをしてからでない 
と、運転でさません。 

V___ _ ___ 


/■ 

このストーブのタイマー運転は、その時の室温により自 

室温によるタイマー点乂時刻の自動変更 

動的にタイマー運較による点乂時刻を変え、希望の時刻 

1己で上^設定時刻 

にはお部屋を暖かくしておさまず。 

日む〜1日で■-設定時刻の1日分前 

(室温1日むドの場合） 

日む];!下一設定時刻の2日分前 i 

_ ーノ1 


• r 時」-「分」のボタンは、1度巧すごとに]時間または10分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みまず。 

•時刻合わせをする場合は、タイマー時刻が r 点滅」している間り□秒間）に「時」-「分」のどちらかのボ 
タンを押してください。 

•設定でさなかった場合は、もラー度「タイマーボタン」を押してやり商してください。 


使いかた 


ぶ 











使用方法 


--お願し、- 

★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば変更しない限り、「タイマーボタン」を押して 
タイマー時刻の「点滅」中(約1日秒間）に、「運转スイッチ」を「入」にするだけで同一時刻で設定び完了 
します。 

★タイマー運転時刻を変更する場をは前記と同手順でおこなってください。 

★通常運転中に r タイマーボタン」を巧すと、「消火」して「タイマー運髓」のが態になり、タイマー運転 
時刻に自動的に点乂します。 

★タイマー運転時刻の稚認は、消火時に「タイマーボタン」を}甲ずと、10秒間表示します。 

★タイマー運転操作後に停電があったときや、ストーブを揺らして対震自動消乂装置び作動したとき、 
電源プラグを抜いたと支は点火しません。 

再度10ページ現在時刻のセットを読んで、時刻含わせからおこなってください。 


タイマー運転の解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に邁常運転をおこないたい場を。 
1「運転スイッチ」を押して「切」にする。^ [タイマ—運転の解除] 

〇「運転スイッチ」を再度押して r 入」にずる。-> [通常運転開始] 


消乂 



①「運おスイッチ」を押して r 切」にずる。 

• ブヴ〜音がして r 運転スイッチ」びしばらく「点滅」してから、「消刚します。 
•デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 


消火後約3分間は対流用フアンは回転し続けまず。その後自動的に停止しまず。 

巧流用フアンが止まるまで、電源プラグを巧かないでください。 


-お願し、- 

★ストーブの消乂は電源プラグをコンセントから抜きとったり、ストーブをゆすって消してはいけま 
せん。 

★外出ずるとさは、必ず消火してくだごい。 

★長期間麗守にするときは、必ず電源を切ってください。 


消义後再点乂ずるとさの注意 


★消乂後ずぐに再点火ずると、過熱防止装置が作動したり、異常音び出ることがありまずので、しばらく 
冷えるまで待ってか5再点火してください。 









使用上のま意 


★高温部接触禁止 


A 注意 


燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、天板、天板ガード、 
ガードなどに手などふれないでください。 

やけどのおそれびありまず。 


接触禁止 


★ご使用中に、においがしたり目がしみる場をは、給排気筒 
やパッキン部か5も排ガスがもれていることな、考え5れを 
険でず。 

使用するのをやめてお買いホゆの販売店にご相談<ださい。 


★ストーブや給排気筒には、床隱房用の熱交換器などを取付 
けないでください。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分び結露しやすくなり、結露水び凍結して給拂気筒を塞 
ざ、不完全燃焼や排ガスが室内に漏れる原因となり危険で 
す。また、ス I -ーブの寿命を短くずる原因にちなります。 



★屋外の給排気筒トップび雪に埋ちれたり、結氷していない 
か、日常点検してください。 



★長期間使用しない場をや、使用期間が終わりましたら、必 
ず電源プラグを抜いてください。 

ほこりや巧れがついて発火ずることがあります。 

★このストーブは、雷に对ずる安を機構をそなえていますが、 
雲の条件によってはストーブび故障することがあります。 
雷が発生したら電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
ると安全です。またストーブをいためることちあ0ません。 



★油性分が多量に飛散する場所では使用しないでください。 

★ストーブのおくでラジオなど使用すると、ラジオに雑音が 
混入するおそれがあります。 

★使用中、停電や電源プラグが抜けた後に再通電しますと、 
デジタル表示部に Kc ，ご」が表示されます。このよラな場 
合の再点火は、しばらく待ってストーブの本体温度び充分 
下がってからおこなってください。 

★正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色が混じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることがありますび異常 
ではありません。 





安全装置 


•安を装置が作動ずるのは何5かの異常があるときでずか5、下記の処置をしてち正常にな5ないと； 
定は、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•ち全装置が作動した場合は、「建転スイッチ」を巧し「切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を押して「入」にしてください。（再点火操作） 


巧全装置 

はた5さ 1 

処 置 

対震自動消火装置 

EE 5 

•運転中にストーブ本体が地震(震度約日1；(上） 

や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運範を停止します。 

1 

★地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒の外れな 
ど異常びないことを確認し 
てから再点火してください。 

点乂安全装置 

EE 

1 

— 1 

•点火ヒーターなどの赤熱不足による点火不良。 

•点乂ヒーター • 電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとをに、運転を停 
止しまず。 1 

1 1 

1 

★点乂ヒーターの故障が原因 
で運転を停止したときはバ 
ーナー底に灯油がたまりま 
ず。たまった丹油をふき取 
ってから、ご使用くださし^。 
(販売店にご相談ください） 

停電ち全装置 

E£ D 

春運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源が切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

•再び適電されてち運転しません。 

•タイマー運斬中に停電があった場含、タイマ 
一運転は解除されます。 

1 — _ . - — _ _ , 

★再点乂操作をしまず。 

,★現在時刻の設定とタイマー 

1 点火時刻の設定をやりなお 

しまろ。 

燃焼制綱装置 

EE S 

1 •燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運斬を停 
止させる安全装置でず。 

★再点火操作をします。 

過熱防止装置 
巧ぶ 

•对流用つァンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブび異常過熱したとき、また 
はファンカバーにほこりびつまった場合に、 
火災などの危険を防ぐたゆに燃焼を停止しま 
す。 

★巧流用つァンカバーのほこ 
りを取り除いてから、再点 
乂操作をします。 

★処置をしてち、繰返し作動 

1 ずるとさは、いったん運転 

スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡して < ださい。 

EE 表示は安全装置が作動したときのエラー表示です。 

詳しくは、24ページを参照してください。 

お願い 

ずべての処置は必ずストーブ 
を消火し、本体温度が充分下 
びってからおこなって < ださい。 






•送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみがあるかどうかを調べる。給油の 
ときこぼれた灯油はよくふきとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみが生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなっ心ことを確 
認した後、漏れたが油を取りのぞいてから点火 
操作をしてください。 


♦送油管から油漏れびないか点横し、龜裂などが 
あれば交換してください。 

•ゴム製送油管は2年に]度は新しい物に交換さ 
れることをおずすめします。 

•屋外配管をする場合は、銅配管でおこなってく 
ださい。 


•ストーブ背画のファンカバーのほこりを電気掃 
除機などで取り除いてください。 



ぶ 


I ★送油管 


使用のたびに 


! ★周囲の状態 

•ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
ずいちのを置かないよラにしてください。 

♦ス I -ープはいつわ清潔に掃除してください。 

ミちれたままのご使用は危険のちとですし、スト 
—ブのいたみを早めまず。 

•給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障害 
物がないよラにしてください。 

こり I 

•ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった駕れ雑巾などでふき取 
ってください。 

1古曼気 • ずず i 

参燃焼中に排ガスのにおいがしたり、給排気筒卜 
ップか b すすが出ていないか確認してください。 
異常があれば販売店に連絡してください。 


1 箇月に 1 回似上 


! ★ガラス炎筒 

•ガラス炎筒げすずで巧れて < るよラな場をや、 
ひびや割れがある場含は、販売店に相談の上、 
修理交換してください。 


i ★油漏れ、油のたまり、油のにじみ 


I女ソアン刀パ—(必ず電源ブラグを抜いておこなってくだすし、) 


日常の点検-手入れ 


点検-手入れのとをのま意 


★点横•手入れをおこなうときは、ストーブを消乂し、ストーブが充お冷えてか5手袋をはめて、必 
ず電源プラク‘を抜いておこなってください。 

★電装部品や燃焼部の取りはずし、お解はおこなわないでくださし、。 


お手入れ•アフタ—ヴービス 


使いかた 











曰常の点検-手入れ 


1箇月に1回じ1上 


み反射ホ反のほこり （必ず手袋をはめ、電源プラグを抜し、ておこなってください) 

•ストーブの反射板にほこ0がたまった場合は、 

ガードの両端を上方へ持ち上げ、下端を手前へ 
引いて、ガードを取りはずしてから、乾いた布 
でたまつたほこりをふさ取ってください。 




★萄タンク I 

♦給油 □つィ ルターがごみやほこりで目づまりし 
まずと、給油時に給油□よりあふれ出たりしま 
す。給油□フィルターを取出して、付着したご 
みやほこりを取り除いてください。 


★油タンク内のフと 

•油タンクに水やごみがたまっているようでした 
ら、ドレン抜をや、油タンクのストレー少など 
からたまつた水やごみを取り除いてください。 


;★電源プラグ•コンセント I 

•電源プラグ、コンセントにほこりやミちれがたまると乂災の原 
因になることびあります。3箇月に1〜2回電源プラグを コ 
ンセントからおいて、付着したほこりや';ちれを取り除いてく 
ださい。 


★定油面器のストレーナ 

•定油面器のストレーナは約3箇月に]回と、ストーブの格納 
(シーズンオフ）のとき、なのように灯油で洗浄してください。 
①油タンクのバルブを閉める。 

(を定油面器のストレ-ーナの掃除□に容器をあてがっておき、 

2本のねじをはずして、ストレーナをめさだす。 

③ ストレーナを巧油で洗浄する。 

④ ストレーナをもとどおりに販り付け、こぼれた灯油をふき 
とる。 

感油タンクのバルブを開く。 

⑥油漏れがあるかないかを点検ずる。 




シーズンに1回な上 


★パッキン！ 

•燃焼中、室内ににおいびこもるような場含は、 
とくに注意して点検してください。 

•ガラス炎簡とバーナーの接続部、ガラス炎筒 
と熱交換器の接続部 
•点乂ヒーターの取り付け部 


去卓义ヒーター！ 

•点火ヒーター及びパッキンがちくなり、切れに 
り、すきまなどがあると、点火不良及びガス漏 
れの原因にな0ます。 

(販売店にご相談ください） 









•燃焼 u ング、バーナー、熱交換器は高温になりますので焼損することびあります。ときどき点横し、変 
おや焼損していた b 早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 


I 給排気筒や排気簡の接続部の外れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定のげ態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、ときどき点検して、聲常があればなおしてくださし、。 

■排気筒の接続部に使用しているづム製の I 」ング（日リング)は耐熱性のものでずび、2〜3年で炭化ず 
ることがあります。ゴムの硬化及び割れなどびある場をには、においや排ガスがちれるおそれがあり 
ますので新しい部品に交換してくだごい。 

■給気す、ースびふさがっていないか点検してください。 


•地震などにより製品に振勤、衝撃が加わったとをは、運乾をする前に必ず次の点検を実施してください。 


•機器の損傷の点検 •給排気筒回りの外れ、漏れの点検 •送油経路からの油漏れの点検 

★点検で異常がみつかったときや点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり呂びしみる 
場合は、使用を中止して、販売店または別紙の厂お客様相談窓□一覽 I に修理依頼をしてください。 


ぶ 


点検内容 


★給排気筒! 


L ★燃焼リング、バーナ ー 、熱交換器 


1 

0 U ング 

種類 

運動用日 IJ ング 

呼び樓 

P 39 4種 C 

ネオ質 

シリコンゴム 


I ご使用中、においがしたり目がしみる場台は、給排気筒、排気筒やパッキン部から排ガスがもれてい 
ることが考えられ危険でず。点横後お買い求めの販売店にご相談ください。 


：1シーズンに1回 L ソ上:^ 


[地震などのが害び発生したときの点検について] 


お手入れ•アフタ—ヴ—ヒス 







定期点検 

長期間ご使用になりまずと、機器の点横び必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に^ 
安全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お質い上げ店、又は 
修理資格者〔(目が日本石油燃焼機器保守祿会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了 
者(石油機器巧術管理±)など〕のいる店、当社などにお問い合わせください。 i 


f 定期馬横の内容 1 

項 目 

巧 

容 

送油経路の点橫 • 

掃 除 

•定油面器•ストレーナの掃除 
•送油経路の油ちれ 

•油タンクの水抜さ 

機能部品の点検- 
確 認 

•電気配線-安全装置のはたらさ 

•操作部品*動く部品のはたらさ 

消耗しやすい部晶 
の点検•交換 

•点火ヒーター、燃焼リング、ゴム製送油管 

掃除-点検-藝備 
\_ 

♦本体内部、ファンカバー、巧流用ファンで一夕…、ブ□アケース（ブ□アモーター) 
•各接続部のパッキン、日1」ング参給排気筒の接続、つまり . 


故障.異常の見分けかたと処置方法 

修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


^— 

參 修理を依賴される前に下表の巧容を確認してください。 

下表のような状態は故障ではありません。 



1 状 態 

説 明 


点 

V い 

1 

ネ刃めて使用す—るとき、けむりやにおいび出る。 

燃焼部に付着し/こ油やほこりなどが焼けるためで 
す。 

ノ V 

点火-消火時に r キシミ音」びする。 

加熱、を却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

消 

\1/ 

点火してもすぐ温風びでない。 

不快なを風を出さないためであり、スト- 
び暖まると自動的に出ます。 

-ブ内部 

X 

時 

初めて使用ずるとさは、電磁ポンプの振動音 
び大さい。 

ポンプ巧に空気び混入しているためです。 
くすると止まります。 

しばら 

r /\\\ 

「力すカチ」時計のような富がする。 

電磁ポンプの運転音です。 


焼 

燃焼筒や熱交換器の•一部がうす赤く赤熱ずる。 

異常ではありません。 



ときどき黄色い炎びでる。 

異常ではありません八 

_ J 









_ 故障-診断チてック表 

★この表拟外にす具合びあるとさは、お買おめの販売店にご相談下さい。 


、、 現象 

原民！ \ 

運 

転 

ス 

イ^ 

、ツ 

が 

点 

灯 

し 

な 

し^ 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

が 

奎 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

火 

で 

ち 

无 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

が 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

急 

に 

1 

る 

置 

ム 

居 

油 

に 

じ 

み 

が 

あ 

る 

び 

び 

D 

S 

出 

る 

旧 

/lOQ 

風 
が 
出 
な1 
い 

突 

夕乂 

ベ 

て 

の 

フ 

ン 

消 

え- 

る 

\ 

処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









〇 

電源プラグをコンセントに 
差し込んで<ださい 

停電した 

〇 





0 

EE 0 




〇 

停輩復帰後点乂し直してく 
ださい 

巧震自動消火装置び作 
動した 






〇 

が5 





定油面器の U セットポタンを}甲し 
てから再点火操作をしてください 

油タンクに水び入って 
しぶ 


〇 

[り 

〇 



〇 

EE ら 





水混入の灯油をすっかり 
抜いて<ださい 

油タンクに灯油がない 


〇 

EEEP 




〇 

EEEP 





灯油を入れてください 

不良灯油を使用した 


〇 

E ら3 

〇 

〇 







販売店または別紙のお客様相 
談窓□一覧にご相談くださ'い 

省電力機能び作動しま 
した 











操作部のいずれかのボタンを巧 
してください （1 日ページ参照） 

配線 不良がある 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 


販売店または別紙のお客様相 
談窓ロー質にご相談ください 

コント □— ラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 


// 

ねじ類の締めつけ不良 
組みて不良 





〇 


〇 

〇 



// 

フレームロツド不良 






〇 

EEB 






電磁ポンプ不良 


〇 

EE し〕 

〇 

〇 

〇 

〇 

EEB 





// 

点火ヒータ…不良 


〇 

E り 









// 

排気筒 接続 不良 





〇 

EH 0 






排気筒の接続を確認してく 
ださい 


V_I___ J 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 




、 

別 

だ 

< 

て 

し 

照 

参 

を 

示一 
表 

如 

ジ 

デ 

ジ 

- 

ぺ 


の 

表 

の 

こ 





故障.異常の見分けかたと処置方法 


方法 


運転中に電源び切れました。 

タイマー点乂待機中に電源が切れ ♦輩源プラグの差しみみを確認し、再点火操 
ました。 作をしてください。 

(停電ち全装置び作動） 


点乂安全装置が作動しました。 


対讓自動消义装置が作動しました。 


運転やに消火しました< 


ブ□アモーター-が故障しました,. 


過熱防止装置び作動しました。 


>原因不明の場合は販売店または別紙のお客 
様相談窓口一驚まで連絡してください。 


イ乍動した原因を取り除さ、再点乂操作をし 


て < ださし\ 


I 販売店または別紙のお客様相談窓□一覽ま 
で連絡してください。 


♦販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡してください。 

♦本体温度が巧分下がるのを待って、ファン 
カバーを掃除し、再点乂操作をしてくださ 


バーナーヴーミスタが斷線しました。•販売店または別紙のお客様相談窓ロー鬟ま 
ノ（ーナー巧に灯油がたまりました。 で連絡してください。 


猜乂ミスを3回しました, 


が気筒がはずれました, 


ス I プに灯油びきていません, 


室温が36で iU 上になりました C 
ルームヴーミスタの取り付け位置 
がよくありません。 

室湿び一 ICTCi ； (下になりました。 
ルームサー三スタのホ良、断線、 
または配線巧けです。 


•販売店または別紙のお客様相談窓口一騎ま 
で連絡してください。 


•排気筒を点検して接続を確認し、再点乂操 
作をしてください。 

• W 油を入れて < ださい。 

(8 ページ is 油のしかた I 参照） 

'灯油びある境をはを油経路を点検してください。 

•ル…ムサー三スタの取り付け位置を確認し、 
適切な位霞に移動させてくだごい。 


I 販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡してください。 


タイマー点乂時刻が設定とむてい •運転スイッチを「切」にして、タイマ…-点乂 
ません。 時刻を設定してくだごい。 


爸電力機能が作動しました< 
(1 日べージ参照） 


,参操作部のいずれかのボタンを巧してくださ 
I い。 


★ストーブの運転中に異常び起こり消火した場を、下記のように、デジタル表示部に r エラー表示」 します 
ので処置をしてください。 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


\ 

IMJ- 


ラ 


囚囚面因固回回国围國囚回曰 i 皿 
画国画国菌图图国國屋 Du 曰^全 








1 ストーブを長期間使用しないで保管ずるときは、必ず電源プラグをコンセントか b 巧を、袖タンクの 
バルブを閉めてぐださい。 

2 ストープを使用する季節が鶴り格納ずるとをは、ミ由タンクのな油を巿販の給ミ由ボンプでを部抜き取り、 
定油面器のストレーナーを取り出して打油で洗浄してください。 （ 2 日ぺージ善照） 

- お願い - N 

ミ由タンクの巧油を抜くとをは、送油管の口油を完全に抜いて ださい。'な油が残っていると麗シーズ 
ンに使用するとを、つまって口袖が流れなくなりまず。 


〇ストーブや油タンクの表面をふいてください。 

^ •固くしぼった鶏れ雑巾や、薄めた中性洗剤で汚れを取り、乾いた布で水気をふき取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装が変色したり、危険です。 

4本体にほこりがたまらないよう、適当なカバーをかけて<ださい。 

C 附属品と「取扱説明書」-「工事説明書」-「保証書」も紛失しないよう同時に保管してください。 

店 


保管のしかた(長期間使用しない場含) 


部品交換のしかた 


A 注意 


★を11 修理の禁止 

故障、破損した b 使用しないでくださし、。 
不完全な修理は、危験でず。 


分解禁止 


•ストーブを保管する場合は、19ページ 日常の 点検•手入れの項を参照して、ストーブの手入れを 
してから保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてか b 保管してください。 

•格納’保管場所は、湿気-火気-高遍などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかもストーブ 
の上には重量物をのせたり、人び乗ったりしないよう配慮してください。 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、ガラス炎筒、を油面器、ヒートエレメント、点乂ヒータ 
一、 パッキンなどの交換部品が必要な場合は、お買ホめになった販売店にご相談ください。 

★部品交換の際は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品(外を使用して万--故障や 事 
故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。 

不完全な修理は危険でず。修理をお受けになる場合は、お固法人日本石油燃焼機器保守協会でおこな 
う技術管理講習会修了者(石油機器巧術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨します。 



お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 






フアン モーター こ^青 


ルームサー三スタ 


電源 U 飞 黒 

点乂ヒーター _ホ 




円1排気筒トップ i 



列 お 寸__法 

質 _ 量 

雪 i 原電圧及 び周波数 

定格消費電力 


局さ 593mm • (fi700mrn -奧行 444mm (置台を 3 屯 ) 
2 叱呂 _ 

1QQV 5 日 / 60Hz 一 — 

点火時 26 日 /26 日 W • 燃焼時 4 日 / 42W • 待機時日 . 日 / 日.日 W 
最大日 9 日/目 95W ( 点火初期時に短時間発生） 


給排気筒の型式の呼び 

FFP-320 

給排気筒の呼び径 

□ 39 

給排気筒の壁賣通部の孔径 

7 日 '-- 80mm 

排 丸 農 Us: 

26 日 ’ CiU 下 

fe ミノ It ヒュー 乂 

己 A 

安 全 装 置 

巧震自動消火装置 • 点乂巧全装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置 • 燃焼制御装置 


置台 （ 1個） • 壁固定を具 （ 1セット） • 漂準給排気筒セット （ 1セット） • 木ねじ （ 1本 ; 
ゴム製送油管 （ Im)(1 本） • ぶ — スバンド（ル） （2 個） . 背面カバー（一式 ）- 
天椒ガード （ 1個） ■ ガード遮熱板 （ 1個） 


運範スイッチ 



□ 

ン 

卜 

□ 

1 


燃 ^ 

科消 費 

量 

0.791 L/h 

0.198 L/h 

発 

重丸 
. / 1 、\ 

量 

29300 kJ/h 

7334kJ/h ' 

熱 

劾 一 

率_ 

86.0% 

86.0% — 

暖 

房出 

力 1 

7.00 い、 A./ 

一 ].75kW - 


卡有臣 

/心、 


最 大 


FR-70A 

密閒式石油ストーブ • ポット 式 • 強制 給排気お • 強制対流お 

_^スし It 六ゾ^ _ 

巧油 （ JIS1 号） 










アフターサービス 

保言をたついて 

•添付しております f 呆証書は販売店で所定事墳を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
巧容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より ] 年間でず。 

修理を依頼するとき 

•故障•異常の見分けかたと処置方法に2ページ）に従って、お調べください。直らないとをは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを抜いてか5、お買上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いたださたい巧容は次の通りでず。 

:1:品名… FF 式石油暖房機(密閉式石油ス トー プ） 

|满型式の呼び… FR -70 A 
③お買上げ年月日 

(4} 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑤おなまえ，おところ，電話番号 

参修理に際しましては、保証書をご提示ください。保記書の規定に従って、販売店び修理させていただき 
まず。 

•保証期間が過ぎているときは、修理すれば使用できる場含には、ご蒂望により有料で修理させていただ 
适ます。 

参修理料金は、技術料，部品代，出張料などで橋成されています。 

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-注意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 

__ — ____ ゾ 

補修用性能?15品たうレ ir 

★密閉式 ( FF 式)石油ストープの補修用性能部品®保有期間は製造打ち切り後7年でず。 

参補修巧性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

お民される場合 

•このス I -ーブは電源周波数日日、6日 Hz とち同一仕様でず。 

★電源周波数の異なった地域への転居でもそのままお使いいただけまずが、高地への転居、高地からの転 
居は再調整が必要ですので別紙の お客様相談窓□—覧 までご相談ください。 


故障修理の際の連絡巧 

アフターサービスについてわか S ない場含は、お買い求めの販売店、または、もよりの^お宮穗相談窓口 
-m (別紙参照）までお問い合わせください。 




A 注意 


★分解修理の禁止 

故障、破損した5使用しないで<ださい。 
不完全な修理は、盾険でず。 



分解禁止 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 











据付け-移設について 


据付け-移設工事は販売店に依頼する 


•据巧けや移設工事は販売店または据付業者に巧頼し、お客様ご自身では、おこなわないで<ださい。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


♦据付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術薑華などの法令の冨準がありまず。工事説明 
書の r まをのために必ずお守り<ださい」をお読みになり、販売店又は据巧業者とよ<ご相談してくだを 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長する場合の注意 


•給排気筒を延長ずる場含は、3 m 3曲がり似下で取付け5れる場所を選定してくださし、。 


積雪地区における注意 


♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよラな取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排乃’スを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こずことびありまず。 


据付け後の確認 


•据付けが絳りました5、もラー度、工事説明書の「安をのために必ずお守りぐださい」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付けられているかどラかを確認してください。 


Ik 

















式運範 


•試選輔ま、販売店及は据付業音とご一緒に必ずおこなってください, 

編説翻 


油タンクに灯油び充分入っており、 油 タンク-ストーブ各部に油漏れがないかどうかを稚かめてくだ 
さい。 

電源プラグがコンたントにさしこんであるか確認してください。 


定油面器のリセットボタンを巧してくださし Y 


-お願い一'——---- 

★リセットボタンは日秒仪上押し続けたり、力つ一をがして押さないでください, 
参定油面器から丹油があふれたり燃焼が継続しないことがあります。 



困 




運お開始手順 

• 8 ページの|_堡う前の準備 I 、 りページの使用方法に従って運転させてください。 

初期運転時の異常現象 

•開こんして初めて使用したとき、防謂油とか塗料やほこりが乾燥したり、焼けたりずることによっ 
てストーブから、約2日分間位煙やにおいび出ることがありますが、ご使用には全くす障はありませ 
ん。 

•送油管の途中が山形になったり、もつれたりしていますと、送油管の中に空気がたまって油が流れ 
ないことがありまず。9ページに従って送油管の中の空気を抜いてください。 

正常運転の目ま 

•正常運範時のバーナーの炎の色は、黄火びとさどさまじる青炎です。 


r 消义の手順 J 


16ページ消乂 I に従て消火操作をしてくださ 


据付け 









お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

i 1 

FR -70 A 

お買上げ年月曰 

年 

巧 

\ 

曰 

お買上げ店名 


(電話番号） ( 

) 

— 



株式会社 1-31-5 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町日番17号 t 467- 0855 

下 EL 052-822-1144 FAX , 052-822-2742 

1#*^ ミ=ミミミ 巧なを社トヨトミはが遇巧踐の一旧としてこの取の説明 巧は 巧ち巧を巧巧していまず。 







